The Aggressiveness of the Environment　－As an example the practice of woodworking machine room environment－ by 小松 研治





















































































































































































































116 富山大学 芸術文化学部紀要 第11巻 平成29年3月G E I B U N 0 1 1 :
主体の「工房長システム」（整理、整頓、清掃を行う工
房長を２週間ごとに輪番制で決め、他の学生に号令をか
けて実施する仕組み）を実施する中で、学生から寄せら
れた多くの改善案である。また、学生の作業行動、残さ
れた痕跡の状況、指導上の不備などをよく観察して問題
や危険な点を発見して改善に反映させてきた。
　もう一つの積極性の意味には、よくできた環境はその
まま教材となって機能する点がある7）。
　　美しく機能的に作られて適切に配置されている工具
棚（写真30）は、家具をデザインする際に見本の役割を
担うのである。さらに、学習者が卒業後に、製造現場に
おいて環境改善案を提案したり、個人工房の設計に応用
するなど環境教育の伝播という効果も期待できる。環境
に積極性があるという役割に期待できれば、これまでの
環境観を捨てて新たに取り組む価値が生まれるだろう。
　やがて木工の教育制作環境は、木工機械室と木工実習
室、企画立案室、技術資料室、資材倉庫、塗装室、展示
スペース等が有機的に連続する全体環境として考えなく
てはならない時が来るだろう。本資料はその構築過程の
一歩に過ぎないが、ドイツのマイスター学校8）のような
社会との連携も含めた大きな環状型環境へと進化して
いってほしい。そして木材工芸教育環境のスタンダード
を確立させ、国内外に誇り、多くの人々が学びたいと思
える環境構築に向けて力を注いでほしいと願っている。
写真26　改善初期の昇降盤の替え刃パネル
写真27　平成28年に選びやすさ、返却のしやすさを考慮して作
り変えた昇降盤の替え刃収納パネル
写真28　改善初期に整理した大型帯鋸の替え刃 写真29　重ねて置かれていた大型帯鋸の替え刃を、取り出しや
すく掛けるために作り変えたパネル
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写真30　ルーターマシンの替え刃を収納する専用棚（左）と
　　　　各加工機械のオイル収納棚（右）
図１　富山大学芸術文化学部　木工機械室　配置図（赤矢印は、写真1～ 30の撮影距離と方向を示す）
